
特定非営利活動法人 大阪市難聴者・中途失聴者協会 

令和 4 年度 第 3 回理事会 議事抄録 

 

１．開催日時  令和 4 年６月 25 日(土) 13:15～14：45 

２．開催場所  各自自宅で Zoom 参加。 小路事務所４人 

３．出席者 13 名 （委任状１名） オブザーバー １名 

４．議長    栗山敬 

５．署名人   宇田二三子 酒井素子 

６．議題 

第１議案 事務所の件（栗山理事長） 

・事務所内不用品処分等 

プリンター、スクリーン、不用品を処分。資産一覧表を確認し、捨て方は後日相談。 

・長居の倉庫の機材整理を先行する必要があることが判明。 

８月５日（金）に第１会議室を仮予約（後日予約完了）し、倉庫の整理と必要なもの

をまとめる。 

・収入活動（少しでも利益を得る取組みを考える）について 

◆事務所にカラーボックスを設置しについて 

     結論→当面は却下。 

◆事務所でピアカン（ピアカウンセラー＊）の実施は？  

結論→生活相談事業を請け負うための手続きが大変で簡単に対応できない。将来的

には考えられるが。 

＊障害当事者が相談を受けること。 

第２議案 女性部報告（高田（郁）理事） 

女性部員からの強い要望で新しいサークル、フラダンスの会を５月から開始。 

講師は賛助会員の津村さん、毎月１回、長居で原則第４火曜日。会費は１か月 200 円。 

椅子に座って上半身を使うフラダンスと普通のフラダンスも。参加者を募集中で希望

者は代表者髙田（郁）、副代表上田まで連絡を。 

第３議案 パソコン教室提案の件（佐々木理事） 

概要説明：事務所が空いている日に、パソコン教室を開催したい。参加者の諸要求に

対する個人指導を主に実施する。会費の一部を事務所費用に充当する。原則月１回程

度（火、土；休みの日）行いたいが、ニーズを聞きたい。 

結論：ニーズはあると確認できたので実施する。参加費は１回 500 円、事務所のパソ

コンの使用も可。参加者は原則会員、賛助会員。 

第４議案 その他 

◆新村さんの御主人お香典を、有志一同（理事のみ）。お花かお供え渡したいが日程未定。 

◆事務所のトイレやキッチン周りの洗剤等が、なくなれば、補充をお願いしたい。 

連絡帳、申し送りと書いたノート（絵手紙を張っている所の壁にかけている）に書い

て補充状況を共有する。領収書は、板谷理事か栗山理事長に渡す。 

◆事務所の電話、FAX を７月末で止める。月 500 円以上は安くなり、年 1 万円ほど浮く。 

 ◆機関誌に載せている事務所メールアドレス（松尾理事）を事務所のアドレスにする。 

◆ホームページ用貸借対照表を板谷理事から高田（良）理事に送付する。 

 

◆次回の理事会は８月６日（土）。時間は 13 時 30 分から 16 時 30 分まで Zoom で。 

 

以 上 



特定非営利活動法人 大阪市難聴者・中途失聴者協会 

第 1 回「令和 4 年度 第 17 回元気の出る集い実行委員会」議事抄録 

 

・開催日時  令和 4 年 6 月 25 日(土) 14:50～16：30 

・開催場所  各自宅 Zoom 及び小路事務所 

・出 席 者  13 名 内委任状 1 名 

 

１.助成金の件 

申請が無事認許、６月中に助成金 20 万円が入金予定。会計は確認すること。大阪府福

祉基金は今回の５回目で終了、次回はない。次の開催を資金面で考える必要がある。 

２.内容の件 

・参加人員 

会場の収容人数（６月 11 日現在）を長居事務所で確認したところ、３部屋で 72 人。

ただし来年の２月では不明。 

・他団体 

前回は新光会と堺市聞こえ支援協会からは不参加で大阪府協会からは、６人の参加。

コロナ禍の真っ最中だったので主催者の挨拶だけだった。今回、Zoom 配信する場合は

長居スポセンには参加しない可能性もあるが、コロナ感染の様子を見ながら協力団体

（大阪府協会と、堺市きこえの支援協会）の挨拶を入れる。 

・プログラム 

開場 12 時 30 分 

開始 13 時 

式典 （30 分） 

記念講演（約１時間半） 

アトラクション（約１時間半）「手話エンターテイメント oioi」 

終了 16 時 30 分 

３.記念講演講師の件 

記念講演テーマ 

★１月理事会で議論の概要報告 

テーマとして、コロナ禍で、私たちの要約筆記はどう変わったか、情報保障につい   

  てというテーマで話していただく。難聴者 1 人と、要約筆記者１人。時間は１人、30

～40 分。もっと詳しく言うと、コロナの時代を情報保障者としてどんなふうに取り組

んだのかを、いろんな要約筆記者から出してもらい、どのように支援をしているかと

いう視点から、お話をしていただく。 

まず、難聴者 1 人と、要約筆記者１人をこれから依頼することになるが身内では、

言いにくいので、大阪府下以外のところ依頼しようと決めた。ただ１名候補はいるが

そのほかにいるかどうか。いろいろ条件を考慮した結果、難聴者としては適当な方を

推薦したい。 

  ★各理事からいろいろ意見が出たが、内容、人選について今回は保留。再度検討し、

次回委員会で提案する。 

４.Zoom 視聴の件 

  次回の実行委員会で 

５.チラシの件 

次回の実行委員会で 

 

以上 

 


